
奇跡は自分で起こすもの
ジュニア五輪夏季水泳競技大会で優勝

青空に向かって高く跳べ
棒高跳びで高校総体・国体で上位入賞

　８月 22日、東京都で行なわれた第 38回全国ＪＯＣ
ジュニアオリンピックカップ夏季水泳競技大会に西合
志中学校１年の久保田梨琉さんが出場し、11 ～ 12 歳
女子 50ｍ自由形で見事優勝に輝きました。
　久保田さんは「予選では８位だったので、優勝でき
たときは驚いた。“奇跡は自分で起こすもの”という
春岡杜史子先生の言葉を胸に、次は今以上の最高の泳
ぎで春のＪＯＣを制したい」と気持ちを語りました。

　７月 30 日、和歌山県の紀三井寺公園陸上競技場で
行なわれた全国高等学校総合体育大会の男子棒高跳び
決勝で、九州学院高等学校の中村仁さん（東）が５ｍ
の記録で５位に入賞しました。
　中村さんは、10 月２日の和歌山国体でも４ｍ 90㎝
の記録で４位に入賞。「けがで跳躍の練習ができない
時期もありましたが、監督をはじめ周りの人たちの応
援で入賞することができました」と喜びを語りました。

優勝した久保田梨琉さん 高校総体で決勝戦に挑む中村さん

国際千唐流空手道連盟日本千唐会
第14回全日本選手権大会

メンバー全員が気持ちを一つにして大会に臨みました合志支部の合志道場・西合志道場のメンバーが力を発揮しました

　８月 23 日、菊池市で行なわれた国際千唐流空手道
連盟日本千唐会の第 14 回全日本選手権大会で、武豊
館のメンバーが活躍し、次の成績を収めました。
Jr.B 有段男子個人形　優　勝　平　　昴流（西合志南中３年）
　　　　　　　　　準優勝　
Jr.B 有段男子個人組手　敢闘賞　
　　　　　　　　　敢闘賞　福嶌　智尋（玉名市　一般）
一般男子団体組手　３　位　
Jr.D 女子個人形　　敢闘賞　新居明矢子（西合志南小６年）
Jr.E 女子個人組手　敢闘賞　松永　沙樹（西合志南小５年）
Jr.F 女子個人形　　敢闘賞　後藤　花音（西合志東小２年）
　　　　　　　　　敢闘賞　島津　藍嘉（熊本市　小学１年）

練習の成果を発揮
熊本県小学生テコンドー大会

　８月 30 日、宇城市で行なわれた第 41 回熊日学童オ
リンピックテコンドーに熊本県テコンドー協会合志支
部の児童が出場し、次の成績を収めました。
１･ ２年軽量級　優　勝　芋生　　陵（西合志南小１年）
　　　　　　　  準優勝　本田　歩夢（西合志南小１年）
３･ ４年重量級　優　勝　河野　瑛翔（合志南小４年）
  　　　軽量級　準優勝　久松　功実（南ヶ丘小４年）
４･ ５･ ６年女子の部
　　　　　　　  準優勝　西本　唯夏（合志南小６年）

第58回

竹迫城跡公園の東側芝生の
一角にある合志郡記念碑

「
名
義
を
貸
し
て
」「
代
わ
り
に
買
っ
て
」
は
詐
欺

古
銭
の
購
入
に
関
連
し
た
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
！

相
談
事
例

　

古
銭
業
者
を
名
乗
る
業
者
Ａ
社
か
ら
電

話
が
あ
り
、「
古
銭
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

届
い
て
い
な
い
か
」
と
言
わ
れ
、「
届
い

て
い
な
い
」
と
答
え
電
話
を
切
っ
た
。
後

日
、Ｂ
社
か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い
た
。

Ａ
社
か
ら
電
話
が
あ
り
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
届
い
た
人
に
古
銭
を
購
入
す
る
権
利
が

あ
る
。
買
う
予
定
が
な
い
な
ら
、
他
に
買

い
た
い
人
が
い
る
の
で
名
前
を
貸
し
て
ほ

し
い
。
謝
礼
と
し
て
１
０
０
万
円
用
意
し

て
い
る
」
と
言
わ
れ
了
承
し
た
。

　

そ
の
後
、
Ｂ
社
か
ら
電
話
が
あ
り
「
あ

な
た
の
名
前
で
古
銭
を
購
入
し
た
こ
と
に

な
っ
て
い
て
、
そ
の
行
為
は
違
法
と
な
る
。

こ
の
ま
ま
だ
と
訴
え
ら
れ
る
。
中
央
省
庁

に
知
人
が
い
る
か
ら
穏
便
に
解
決
で
き
る

が
、
そ
の
た
め
に
は
お
金
が
い
る
」
と
言

わ
れ
、「
訴
え
ら
れ
た
ら
困
る
」
と
思
い
、

50
万
円
を
宅
配
で
送
っ
た
が
そ
の
後
Ａ
社

と
も
Ｂ
社
と
も
連
絡
が
つ
か
な
く
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
80
歳
代　

女
性
）

解
説

　

業
者
が
役
回
り
を
分
担
し
て
消
費
者
を

だ
ま
そ
う
と
す
る
「
買
え
買
え
詐
欺
」
で

す
。消
費
者
が
名
義
貸
し
を
承
諾
す
る
と
、

そ
の
後
「
名
義
を
貸
し
た
行
為
は
違
法
に

な
る
」
と
言
い
、
違
法
行
為
を
免
れ
る
た

合
志
市
内
の
記
念
碑
③

合
志
郡
記
念
碑

　

今
で
は
無
く
な
っ
た
「
合
志
郡
」
の
郡

名
が
、
実
は
１
１
８
３
年
も
の
間
続
い
て

い
た
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
日
本

で
最
も
古
い
書
物
で
あ
る
日
本
書
紀
に

は
、
合
志
郡
は
「
皮
石
郡
」
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
和
銅
６
（
７
１
３
）

年
に
朝
廷
か
ら
出
さ
れ
た
「
諸
国
の
郡
郷

名
は
好
字
（
よ
き
じ
）
で
著
せ
」
と
の
通

達
に
よ
り
、
合
志
郡
に
改
め
ら
れ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
初
、
合
志
郡
は
現
在
の
熊
本
市
北
区

植
木
町
一
帯
が
属
し
て
い
た
旧
山
本
郡
を

含
む
広
大
な
郡
で
し
た
が
、
平
安
時
代
前

期
の
貞
観
元
（
８
５
９
）
年
、
山
本
郡
は

合
志
郡
か
ら
独
立
し
ま
す
。

　

細
川
藩
政
時
代
の
合
志
郡
の
広
さ
を
知

る
こ
と
の
で
き
る
地
図
が「
合
志
郡
絵
図
」

と
し
て
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
３
階
の
歴
史
資
料
館

に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
を
見
る
と
、

ほ
ぼ
中
央
に
竹
迫
町
が
あ
り
、
北
西
部
は

旧
七
城
町
、
北
は
旧
旭
志
村
、
東
は
大
津

町
、
南
西
部
に
は
白
川
を
越
え
た
熊
本
市

の
弓
削
、
石
原
、
吉
原
、
小
山
、
御
領
ま

で
が
描
か
れ
て
お
り
、
合
志
郡
が
広
大
で

め
と
い
う
理
由
で
お
金
を
宅
配
便
な
ど
で

送
る
よ
う
指
示
し
、
連
絡
が
と
れ
な
く
な

る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

対
策

①「
名
義
を
貸
し
て
」「
代
わ
り
に
買
っ
て
」

な
ど
と
持
ち
か
け
て
く
る
不
審
な
電

話
は
買
え
買
え
詐
欺
で
す
。

　

不
審
な
電
話
は
相
手
に
せ
ず
「
興
味
あ

り
ま
せ
ん
」「
お
断
り
し
ま
す
」
と
言
っ

て
、
す
ぐ
に
電
話
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

②
「
権
利
が
残
り
わ
ず
か
」「
今
す
ぐ
決

め
な
い
と
間
に
合
わ
な
い
」
な
ど
契

約
や
支
払
い
を
急
が
せ
る
場
合
は
怪

し
い
と
考
え
、
簡
単
に
支
払
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
一
度
お
金
を

払
っ
て
し
ま
う
と
取
り
戻
す
こ
と
は

極
め
て
困
難
で
す
。

③
留
守
番
電
話
機
能
な
ど
も
利
用
し
て
下

さ
い
。
一
度
電
話
に
出
る
と
切
り
に

く
く
な
り
ま
す
。
番
号
非
通
知
や
知

ら
な
い
番
号
に
は
出
な
い
と
い
う
方

法
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
合
志
庁
舎
２
階　

総
務
課
内
）

　

☎（
２
４
８
）５
４
４
２

相
談
受
付
時
間

　

平
日　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

明
治
29
（
１
８
９
６
）
年
、
政
府
は
郡

制
改
革
を
進
め
、
県
内
で
は
飽
田
郡
と
託

麻
郡
が
「
飽
託
郡
」
に
、
山
鹿
郡
と
山
本

郡
は
「
鹿
本
郡
」
に
な
り
、
各
郡
名
の
一

字
を
取
っ
た
名
称
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
合
志
郡
と
菊
池
郡
の
合
併
に
つ
い
て

は
、政
府
に
上
申
し
た「
菊
池
合
志
郡
」も
、

再
上
申
し
た
「
菊
志
郡
」
も
許
可
さ
れ
ず
、

南
北
朝
期
の
菊
池
一
族
の
名
を
取
り
「
菊

池
郡
」
に
決
定
さ
れ
、
１
１
８
３
年
間
続

い
た
合
志
郡
の
名
は
消
え
ま
し
た
。

　

平
成
６
年
、
こ
の
歴
史
あ
る
郡
名
を
後

世
に
伝
え
よ
う
と
、
旧
合
志
郡
13
町
村
の

有
志
が
「
合
志
郡
記
念
碑
建
設
期
成
会
」

を
組
織
。
郡
名
が
消
え
て
１
０
０
年
目
に

当
た
る
平
成
７
年
、
合
志
郡
の
中
心
と
さ

れ
る
現
在
の
位
置
に
合
志
郡
記
念
碑
を
建

立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
碑
は
、「
合
志
郡
絵
図
」
と

と
も
に
、
合
志
郡
の
名
を
後
世
に
残
す
本

市
の
貴
重
な
歴
史
資
料
で
す
。

茅野刀志郎（西合志中３年）{


